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第６回国立市介護保険運営協議会 

平成３１年１月１８日（金） 

 

 

【林会長】 

 それでは、第６回国立市介護保険運営協議会を始めたいと思います。 

 会議次第に沿って進めてまいります。まず１、議事録の承認についてですが、前回、

１１月１６日に行われました第５回の議事録ですが、何かお気づきの点はございました

でしょうか。山路委員。 

【山路委員】 

 ちょっと１点だけ。細かいところで申しわけないのですが、漢字の間違いがありまし

たので、訂正していただければと思います。９ページです。後半部分の私の発言の中で

２段落目のところ、「そんなこと言えば」という後ですが、「例えば試算と貯蓄はどう

なっているのとか」、これ、「試算」は財産のことですので、「資産」です。訂正して

おいてください。 

【林会長】 

 はい、わかりました。 

 ほかにいかがでしょう。特にないようでしたら、今、山路委員からご指摘のあった点

は訂正して、この議事録は承認ということにさせていただきたいと思います。 

 それでは次に、議題の２ですが、国立市人権を尊重し多様性を認め合う平和なまちづ

くり基本条例について、これは１２月の国立市議会に提出され、可決されたということ

であります。本日は政策経営部市長室の吉田室長にご出席いただいておりますので、そ

の内容についてご説明いただけますでしょうか。 

【吉田室長】 

 改めまして、皆様こんばんは。政策経営部市長室の吉田と申します。よろしくお願い

いたします。私、普段は市長の秘書、広報、そして今回の人権・平和・男女平等、ＤＶ

支援等の女性施策の担当課長をしております。 

 本日は、委員長からお話がありましたが、先の１２月議会で可決いたしました、国立

人権を尊重し多様性を認め合う平和なまちづくり基本条例につきまして、簡単にその中

身、概要をご説明させていただきます。資料のほうは事前配付させていただいておりま

す右上の資料№１６－１と１６－２で、条例案の説明と本文が入っているもの、そして

本日机上配付させていただいておりますパワーポイントの資料は、表紙が青い、左上を

ホッチキスどめしておりますが、「誰もが自分らしく暮らすことのできるまちを目指し

て」というものをそろえさせていただきました。こちらのパワーポイントの資料のほう

で、簡単にご説明させていただきます。着座にてご説明させていただきます。 

 まず、スライドの右上、１番ですけれども、条例の概要としましては、人権、多様性、

平和に関する国立市の基本的な理念を示すものとして、つくっております。そして、繰

り返しですが、平成３０年１２月の国立市議会でこの条例が可決いたしました。これは

全会一致ということで、全ての議員さんにこの条例について賛成いただいたというもの

でございます。そして平成３１年４月から、この条例をスタートさせていくということ

で、現在、準備を行っているところです。 

 この条例の内容は、一人一人の多様性を認め合い、ソーシャル・インクルージョンの

理念のもとに、不当な差別や暴力のない人権を尊重し、平和なまちづくりを目指すとい

う趣旨で考えております。全国的に見ても、このような人権、多様性、平和というもの



 -2- 

を合わせた条例というのは、今ないということでございます。当市のこの条例が全国に

先駆けてということで、今の時点でかなり多くのメディアにも取り上げていただいてい

るところです。 

 １枚おめくりいただきまして、条例の名称です。繰り返しですが、「国立市人権を尊

重し多様性を認め合う平和なまちづくり基本条例」ということで書いています。 

 人権、多様性、平和というのは、この下に書いておりますけれども、人権というのは

皆様が大体のイメージができるものだと思います。また平和ということについても、今

回の条例の中には、単に戦争や紛争がない状態というだけでなく、あらゆる人権侵害、

暴力がない、私たちの日々の中、日常の連続の中に平和というものが流れているという

考えの中で、この平和という言葉を使っております。また多様性につきましては、この

条例文の中にも多く示しております。 

 資料№１６－２の中に条文を書いておりますが、前文で少し長い文章が書いてありま

して、１枚おめくりいただきまして、２段落目、「しかし、今もなお、人種、皮膚の色、

民族、国籍、信条、性別、性的指向、性自認、しょうがい、疾病、職業、年齢、被差別

部落出身その他経歴等を理由とした」というふうに書いております。この条例の中では、

こういったさまざまな多様性、人のあり方というものに着目して、これだけ数多く列挙

してございます。これらの問題は、国立市の中でも差別につながりやすい事情として、

既に顕在化されているものだと理解しておりますので、あえてこれだけ細かく書いてい

るというところがあります。 

 この中には、性別だけでなく性的指向、性自認、いわゆる今はＬＧＢＴという形でメ

ディアにも多く取り上げられておりますが、国立市でもこの取り組みを進めているとこ

ろです。被差別部落出身ということでは、国立市の中でもこの部落問題に苦しんでいら

っしゃる市民の方も現にいらっしゃいます。こういった地域の実情に合わせる形で、こ

の条例の文章、文言を選んでいるところです。また「その他の経歴」とは何かというこ

とですが、ここには刑務所等を出所された方、いわゆる刑余者の方々の人権というもの

も今後は非常に大きな課題になるだろうというところで、ここに掲げているところです。 

 では、カラーのパワーポイントの資料にお戻りください。右上３番のスライドです。

新条例と既存条例との体系図を示しております。一番左側、緑のところですけれども

「国立市人権・平和基本条例」と簡略して書いておりますが、今回の条例になります。

こちらが基本条例ということで、関連する条例または宣言等の上位的、考え方のもとに

なるという形で、このような図を示しております。例えば、真ん中の青いところですが、

国立市誰もがあたりまえに暮らすまちにするための「しょうがいしゃがあたりまえに暮

らすまち宣言」の条例、その下が今年度４月からスタートしています、国立市女性と男

性及び多様な性の平等参画を推進する条例、こういった関連する条例が、この人権・平

和基本条例の下にひもづけられる形で考えております。 

 また黄色のところは宣言ということで、国立市しょうがいしゃがあたりまえに暮らす

まち宣言、国立市平和都市宣言、こういったものを関連づけております。 

 また１枚おめくりください。スライドの４番になります。では、差別の問題というの

は、どういったことが国立市に過去にあったのかについて書いております。平成１６年、

２００４年ですが、国立市内のある地域に、大量の差別はがきが届いたという事件です。

右側にある、ちょっと文字が見づらくなっておりますが、こういったはがきが市内に多

く、この多摩地域に多く届いたというものです。主に部落に関してのことを取り上げて、

非常に誹謗中傷しているはがきになっております。その下は、平成２４年、２０１２年

ですが、市内のあるご家庭のドアに、民族差別感情をあらわにした誹謗中傷するビラが
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張られたという事件です。 

 このような事件が起こりまして、国立市の市報を通じて、市としては差別は絶対に許

さないんだという市の姿勢を、ここで示しております。この民族的差別のビラが張られ

てしまった方については、結局、市内から転居されてしまったということで、十分お守

りすることができなかったということは、市としても大きな課題だと感じております。 

 このような、部落の問題または民族的な問題に関する差別というものが、市内でも実

際に行われているということも、今回この条例をつくる一つの契機となったところです。 

 そして、スライド５番ですが、この条例の中では、ソーシャル・インクルージョンと

いう考え方を理念として位置づけております。ソーシャル・インクルージョンとは、何

らかの理由で社会から排除された人を、再び社会が包み込むという意味合い、しょうが

いを持っている方や貧困、子供、高齢の方や女性、移民など社会的弱者を含む全ての人

の、健康で文化的な生活の実現を目的とするというのが、一般的な理念とされておりま

す。社会的包摂という言い方に訳されているところです。 

 １枚おめくりいただきまして、もともとこのソーシャル・インクルージョンの歴史と

しましては、フランスを初めとしたヨーロッパで提唱された、政策の一つと言われてお

ります。ヨーロッパでは移民の増加、また失業率の上昇によりまして、さまざまな福祉

政策の充実を図っても社会的な格差、経済的な格差が拡大していってしまったと。そし

て多くの方がソーシャル・エクスクルージョン、社会的排除の状態から抜け出せないと

いうことが社会問題となりました。その対応策として、ソーシャル・インクルージョン

というものが提唱されたというふうに言われております。 

 次のスライド７番ですが、ソーシャル・インクルージョンとダイバーシティの考え方

についてです。ダイバーシティというのは多様性という言い方をしますが、人種、民族、

信条、性別、性的指向、性自認等、多様な背景を持つ人々が存在している状態であると。

一方でソーシャル・インクルージョンは、そのそれぞれの方たち、人と人がともに支え

合って生きていくという考え方であるというふうにしております。 

 １枚おめくりいただきまして、スライド８番ですが、青で丸をしているところが、先

ほどのさまざまな人種、部落出身、国籍、性別といった人々の多様なあり方です。ただ、

こういった方々がいるというだけでなく、地域の中でお互いがお互いをインクルージョ

ンしていく、互いに地域の中で認め合い、支え合い、ともに暮らしていくということが、

このインクルージョンの中では重要であると。ですので、ダイバーシティとインクルー

ジョンを両輪の形で進めていくことで、この人権または多様性を認め合っていく地域に

近づいていけるだろうということで、このような考え方もあわせて持っています。 

 そして、最後にこの条例の特徴を、全部で９点ほど挙げさせていただきました。そこ

を説明させていただけたらと思います。 

 まずこの条例は、（１）基本条例として位置づけています。先ほどの名称にもありま

したが、基本条例という形で市の関連する条例の中で上位的な考え方、もとになる条例

としたいということで、このような名前をつけております。 

 （２）条例の名称に人権、多様性、平和の考え方を取り入れていると。このような条

例というのは、先ほどの繰り返しですが他市には例のない形であると。いわゆる国立市

オリジナルのものであり、そしてこれまで国立市内においても、高齢の方またはしょう

がいを持つ方が地域の中で当たり前に暮らしている、そういった意味では、既に国立市

としては多様性に満ちているまちであると考えられると思います。それをあえて条例と

いう形で、改めて規定をしているというのが、今回の条例になります。 

 （３）ソーシャル・インクルージョンというものを、条例の理念として明記しており
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ます。 

 （４）不当な差別及び暴力の禁止ということを書いております。先ほど部落の問題、

民族の問題といった事象が市内でも起こりました。こういったことで人権侵害を許さな

いという市の姿勢を改めて示すために、条例の文章にも載せております。差別を禁止し

ていく、認めないんだということを、しっかり条例の中に入れているということです。 

 （５）市長の使命というものを規定しております。市の条例には、さまざまな市の責

務とかそういったものが書いてあるんですが、あえて今回は市長の使命というものを入

れているところが特徴です。市長は、将来にわたって代が変わっていくということも当

然ながら考えられますが、どんな市長さんに変わったとしても、人権、多様性、平和と

いうものの考え方は、必ず市長がリーダーシップを図って進めていくんだということを

約束するということで、この条例にも市長の使命というものを入れております。 

 そして、最後のスライド１０番をごらんください。 

 （６）基本方針の策定をしていきます。今後、この条例に基づきまして、大きな方針

というものをつくっていくということで考えております。 

 （７）実態調査、いわゆる今の市民の皆さんの人権の意識、または平和の意識という

ものをしっかりと図っていく、または差別の問題、何か差別に苦しんでいらっしゃる方

がいたら、どんなことで苦しんでいらっしゃるのか、そういったことを丁寧に聞き取る

ための実態調査を図っていく予定であります。 

 先ほど部落の問題ということをお話ししましたが、やはり今、市民の皆さんに伺って

も、もう部落の問題というのは昔の話で、今はないんじゃないか、そういう声を多く聞

きます。でもまだまだそういった問題が、実は国立市でもインターネットに、ある特定

の地域が部落の地域なんだと書かれているという事象があります。今、インターネット

にひとたび載ってしまうと、なかなか個人の力では消すことができないという中で、今

後大きな問題になってくるだろうと。また子供たちのいじめの問題も、ＬＩＮＥ等ＳＮ

Ｓの中でのいじめというものも多く聞かれるところがあります。こういったインターネ

ットの対策というものも、先ほどの（６）の基本方針の中でも定めていきたいと考えて

おります。 

 そして（８）人権救済のための措置ということで、個別の人権救済の事案があった場

合、それを解決していく手法について、この条例をもとにしっかり議論していこうとい

うことで考えております。市ではオンブズマン制度が平成２９年度からスタートしてお

ります。ただ、オンブズマン制度は私たち市の職員、あるいは市の制度についての苦情

の対応、あと子供の人権については子供オンブズマンが対応していますが、そうではな

い一般的な人権問題については、今のオンブズマン制度では十分対応し切れていないと

いうところがあります。そういった市民の個々の中の、私人間における人権救済をどう

していくのかということを、今後議論していきたいと考えております。 

 そして（９）審議会の設置をしていくということで、先ほどのような人権救済のため

の方策、または基本方針を議論していただくための有識者や当事者、市民の皆様を集め

た審議会というものを設置していく予定で、考えております。 

 いずれにしましても、まだ条例はスタートしていない段階です。私どもは４月からの

スタートに向けまして、この審議会をどうやってつくっていくか、また基本方針をどの

ように定めていくか、そういったことを準備しているところです。あわせて、市の職員

の人権意識というものも、もっと高めていかないといけないだろうと思っておりますの

で、市民の皆様、また企業の皆様だけでなく、市役所が人権をしっかりと守っていく、

そういう拠点になっていくことも重要だろうと考えております。 
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 今後に向けましても、まだソーシャル・インクルージョンという考え方はなかなか根

づいているものではありません、このようなことも含めて、市としても十分に伝えてい

きたいと考えております。 

 以上、簡単ではありますが、条例の説明をさせていただきました。ありがとうござい

ました。 

【林会長】 

 吉田室長、どうもありがとうございました。 

 委員の皆様から、何かございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、どうもありがとうございました。 

 次の議題は、介護給付費の実績と認定者数、受給者数のモニタリングについてです。

サービス見込み量と給付実績等の状況を把握することが、保険者機能強化推進交付金の

交付対象になるということで、１０月１９日の第４回運協で給付実績を、１１月１６日

の第５回運協では介護認定者数と受給者数のモニタリングをしたところです。その後の

最新の状況について、事務局より資料の説明をしていただきます。では、お願いします。 

【事務局】 

 それでは、皆様に郵送でお送りしました資料№１７、ホッチキスどめしている９枚の、

「平成３０年度サービス別給付費計画額と実績について（１１月審査分まで）」という

資料をごらんいただきたいと思います。 

 １０月１９日の資料№１２では、そのときの最新データが８月審査分まででしたので、

そこまでの表とグラフを出させていただきました。そして今回その後、最新情報として、

１１月審査分、介護保険のサービス提供は１０月分を１１月に、国保連合会というとこ

ろで審査されて、支払いが決定された給付費のデータまでが実際に出ておりますので、

そちらのデータを出させていただきました。 

 前回もご説明させていただきましたが、まずこのグラフですが、真っすぐ横に伸びて

いる数字につきましては、グラフ下にある表の一番左側の計画額、年間の計画額として

給付費を千円単位で出させていただいているんですが、そちらを１２で割った平均月額

ということで、横線で出しています。実際に支払われた給付費は棒グラフであらわして

おります。 

 今年度から保険者機能強化推進交付金という、交付金の評価指標として実際の保険給

付の状況を報告、公表していくというのが、評価指標の一つになっているものですから、

一応年間に２回ほどできるといいということで、今回２回目ということで出させていた

だいております。 

 今回、最新情報まで出させていただきましたが、ちょっといつもと違う状況になって

いるグラフが１つございましたので、そちらだけご説明させていただきます。７ページ

目の右上、夜間対応型訪問介護という、地域密着型サービスの夜間専用の訪問介護サー

ビスです。２４時間安心して在宅生活が送れるように、巡回や通報システムによるサー

ビスを行うものですけれども、今回最新データは、１１月審査分がゼロになってござい

ます。どうしてゼロなのか、原因を確認いたしました。本来は１０月にサービスが行わ

れたものは１１月の審査で支払われるところでございますが、エラーがあったり、何か

ございますと給付費の支払いがされなくて、次の月になってから審査が通るということ

がございます。今回も、皆様にお送りさせていただいた後、１２月審査分のほうでその

分の請求が来るということがわかりましたので、全くなくなったということではござい

ません。そこだけ皆様にお知らせしたいと思います。 

 次に、資料№１８、当日配付となりました資料のほうに進めさせていただきます。資
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料№１７は実際の給付費の支払いについての報告でしたが、資料№１８は認定者数と受

給者数ということで、人数の報告をさせていただいております。こちらは、１１月の運

協のときに資料で出させていただいた受給者数は５月サービス分でしたので、今回はそ

の３カ月後になりますので８月のサービス分、認定者数については１１月末時点での最

新で出させていただきました。 

 まず１枚目の認定者数ですが、４カ月前との比較で、全体では６０人近く認定者数が

増えております。内訳としましては、要支援１の方が３７名、一番増えておりまして、

その次に要介護１の方が１８名増、要介護５の方が１１名増となっております。それ以

外の要介護度については、４カ月前と比較しますとトータルで減になっている状況でご

ざいます。要支援１の方がすごく増えているというデータとなっています。 

 次に、２枚目は８月サービス分のサービス別受給者数の表、３枚目、４枚目はそれを

グラフにあらわしたものでございます。１１月の運協で出させていただいた表とグラフ

と比較いたしまして、そんなに違いはないというのが、実際のデータを出してみてのと

ころでございます。あとは、皆さんに見ていただければと思っております。 

 報告については以上になります。 

【林会長】 

 はい。ありがとうございました。 

 ただいま説明していただいた点について、何か質問やご意見はございますでしょうか。

北野委員。 

【北野委員】 

 実績報告をしていただいて、ありがとうございます。意見というか感想なんですけれ

ども、介護審査会をやっていますと、体の動きが悪くなったり、歩行が不安定になって

きて、廊下の段差とかつまずきやすい、転びそうになっちゃうとか、お風呂の浴槽をま

たぐのが大変になってきている、というのがあって、それで手すりをつけたいとか、廊

下の段差を直したいとかいうことを希望して、介護申請する方がいます。きのうも二、

三例あったと思います。 

 こういう方の資料を読んでいきますと、身の回りのことは結構できるんです、非該当

に近いかなという方でも、せっかくフレイルを感じた方なので、少しでもＡＤＬを向上

させるために要支援１をつけて、そのために手すりとか段差をなくして、使ってほしい

なと思って、そういうふうにつけるようにしています。ほかの委員も同じような考えで、

そのような形で要支援１をなるべくつけるようにしています。 

 今回、資料№１７の３枚目、介護予防住宅改修を見ますと、こちらのほうとしては審

査して判定して、介護申請をした人が、皆さん本当にこのサービスを使っているのかど

うか、非常に不安だったんですね。これを見ますと、毎月コンスタントにあり、年間で

５３例あります。ほかのサービスから比べると非常に少ないんですけれども、フレイル

を感じたあたりからこのようなサポートがあって、それで生活が便利になって、転んだ

りそういったことがない、骨折して寝たきりに行っちゃうようなことをここでとめると

いうことを考えると、このサービスは非常にいいのかなと思いました。 

 さらに、これが地域で広がっていけばいいのかなと考えています。この会議でも進め

ています地域で支える方針ですけれども、大工さんのＯＢだとか、ＤＩＹと言うんでし

ょうか、日曜大工が得意な方も、地域の支援コーディネーターの音頭でこういうことが

広がっていけば、非常に素晴らしいかなと思いました。 

 以上、意見です。 

【林会長】 
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 ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。それではこの議題はよろしいでしょうか。 

 そうしますと、次の議題はその他ということになるんですが、事務局からお願いしま

す。 

【事務局】 

 その他でございますが、皆さんご存じでございますけれども、介護保険運営協議会の

委員さんの任期につきましては、委嘱期間が３年ということで、ことし３月に切れるわ

けでございます。市のほうの３月議会の開催等の関係もございまして、今期の任期の間

での介護保険運営協議会の全体会はきょうが最後となります。皆さん、３年間長らくご

協力いただきまして、ありがとうございました。 

 そういったこともありまして、私どものほうから感謝のお礼を言わせていただくのと

同時に、３年間やっていただいて、中には途中から交代という形で入ってこられて、

３年の期間がない方もいらっしゃるんですけれども、介護保険運営協議会の委員さんを

やっていただいてということで、一言、二言お言葉をいただければと思います。よろし

くお願いいたします。 

【林会長】 

 どういうふうに、どこから。 

【石田（啓）委員】 

 市民委員をさせていただきました、石田です。この３年間、専門の分野を持たない市

民という立場で、何か言いたい放題言わせていただきましたけど、私も学ぶことがたく

さんありました。ありがとうございました。 

【北野委員】 

 去年から会議に参加させていただいております、北野と申します。最初は何を言って

るのかわからないような会議で、言葉から勉強しなきゃいけなかったです。で、的外れ

なこともかなり言っていまして、後で聞くと、ああ、こういうことを言ってたんだなと

いうのが、いまだにあります。 

 幸いにというか、たまたま介護の認定審査会をやっていますので、そちらのほうの視

点から見させていただいて、何かそこで意見が言えるかなといつも思っております。今

後ともよろしくお願いいたします。 

【小出委員】 

 市民委員の小出でございます。私も途中から参画したんですけれども、もともと市民

活動といいますか、地域で活動していて、高齢者福祉といいますか介護のほうにも興味

があったので、ここに市民として参画させていただきました。 

 運営協議会で議題になる話題については、やはり専門的な高度な知識が、理解するに

はそういった知識が必要になるんですけれども、それに対してなかなかキャッチアップ

できなかったというのはちょっと反省点であります。特にきょうの議題に上がりました

給付費等お金の面での議題というのは、介護保険というのが市民の保険料であって税金

から成り立っている以上、我々が主体的に考えていかなきゃいけない議題なんですけれ

ども、そこに対してなかなか、何といいますか、自分の勉強が足りなかったのもありま

すけれども、深いところまで理解できなかったというのはちょっと反省点であります。 

 次の期、私がどうするかというのはまだわかりませんけれども、今後ともこれを機に、

こうした介護に関する勉強を深めていきたいなと思っています。それが市民活動のほう

に生かしていければと思います。 

 短い間ではございましたけれども、お世話になりました。ありがとうございました。 
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【杉山委員】 

 シルバーハイツという特別養護老人ホームから参加させていただきました、杉山と申

します。運営協議会って何っていうところから始まり、あっという間の３年間だったん

ですけれど、このような貴重な会議に参加させていただいて、本当にありがたかったと

思います。 

【関戸委員】 

 弁護士の関戸です。本当にこの会議があって、市民の介護支援という実状についてよ

く知ることができて、大変勉強になりました。どうもありがとうございました。 

【田村委員】 

 市民のほうから参加させてもらいました田村です。私は通算すると約６年近くにそろ

そろなるのかなと思いまして、この間、全く何も介護保険のこと知らない状況の中で、

最初に接して、意味から何から何もわからなくて、市民ですから何もわかりませんので、

ということを前置きしながら、言いたいことを大分、ちょっと言い過ぎたかなという思

いもあるんですけれども。でも、そろそろ自分がそのサービスを受けるような年齢に、

どんどん近づいております。今までこの協議会に出てきて思うことは、やっぱり外から

見るより、中から見てみることもとても大事だなと思います。１人でも多くの市民が、

この協議会に参加できるような形を、形というより参加していただいたほうが、私はい

いんじゃないかなと、実際に自分が委員をやっておりまして思いました。 

 本当にわからなくて、時々いらいらしたり、何だろうと思ったり、腹が立つこともあ

りましたけれども、でもそれもすごくいい勉強になったなと思います。長い間、ありが

とうございました。 

【中川委員】 

 施設のほうの代表といいますか、意見を述べさせてもらったんですけれども、国立あ

おやぎ会で事務長をやっている中川です。いろいろ３年間ありがとうございました。老

人保健施設について、市民の方たちがまだ、私たちの説明不足、ＰＲ不足もあるかもし

れません、市民の方には使い勝手のいい老人保健施設になっていますので、このあたり

を市民の人のために、今回の地域医療の計画も見たんですけれども、施設とはちょっと

違うだろうと思って見ているんですけれども、やはり連携が大事だと思っています。そ

の後方の施設として、今後も市民の皆様に、ご期待に添えるような施設運営に努めてま

いりたいと思います。 

 今回３年間、いろいろな貴重な市民の方たちの意見を参考にしながら、施設運営をし

ていますので、今後ともよろしくお願いします。本当にありがとうございました。 

【林（瑞）委員】 

 くにたち苑の林です。私も施設のほうと、あとは実際にケアマネジャーの居宅のほう

というような形で、もう長い間参加させていただいています。３年間いろいろなことが

ありまして、あとは実際にこの場でいろいろ、国立市のサービスについても議論できた

のがよかったかなと思います。 

 ただ、今後私もこれから参加するかどうかはわかりませんけれども、やはり今、保険

料とかサービスもそうなんですけれども、担う人材というところもそろそろ考えていか

ないと、やはり介護を担う人は厳しい状況にあるので、そういったところも議題に入っ

てくると、さらにいいかなと思います。 

 以上です。 

【星野委員】 

 社会福祉協議会からまいっています星野です。私は今年度、昨年の春からこちらの会
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議に参加させていただきまして、お世話になりました。居宅介護支援事業者という立場

というふうに伺っておりましたが、その立場から考えるとなかなかお役に立てるような

発言ができなかったかなというところは、深く反省をしているところでございます。 

 また個人的な事情で申し上げますと、前年度、前々年度は市のほうに職員としてお世

話になっていたというところもありまして、市の別の会議体の事務局なども仕事として

やっていたところです。こういった会議体を回すに当たって、事務局の職員の皆さん、

大変ご苦労なさっているところで、どうもありがとうございました。 

 また委員の皆様には、何か機会がありましたら、引き続きいろいろとご指導いただけ

ればと思います。よろしくお願いいたします。 

【山路委員】 

 どうも山路です。この３年間本当にいろいろお世話になりました。ちょっと言い過ぎ

たこともあって、申しわけなかったと思っています。 

 私は社会保障、地域包括ケアに特に関心があって、その研究者の一人としてやってい

る立場から、いろいろな自治体に実はかかわっていまして、率直に申し上げて、国立は

非常に議論がしやすい自治体だと思います。いろいろな形で学びにくいところや、ある

いは足らざるところや、こうやったほうがいいというところは多分いろいろあると思う

んですが、私がかかわっている自治体の中では、本当に行政も、市民の方々も、専門職

も、特にこういう場でもきちんとした議論ができているという感じが私はしておりまし

て、実はできたてのホヤホヤなんですが、『社会保険新報』という雑誌に、国立と小平、

東村山、小金井の４市の比較、先進事例もちょっと書いているんですけれども、その比

較の中で国立が、結果として最もうまくいっている事例ではないかというふうに書いて

います。もし興味のある方はごらんいただきたいと思うんですが。 

 今後とも、外からいろいろな批判したり、面倒くさいからかかわらなかったり、とい

うことでは、もう地域包括ケアは成り立たないわけです。せっかくこういうご縁で、委

員を離れることがあってもぜひその実状を知った立場から、いろいろな建設的な意見を

言っていただいて、力を合わせてやっていかないと、本当に地域はどうなっていくんだ

ろうか、地域包括ケアという格差、地域づくりがますます危機的な状況になるという危

機感を私は持っていまして、私自身も頑張りますので、委員を続けられる方も、続けな

い方も、お互いに手を携えて一緒にやっていければと思っています。よろしくお願いい

たします。 

【林会長】 

 林です。この会の会長ということで、随分長くやらせていただいてきていますが、こ

の３年というのは特に地域包括ケアということでいろいろな進展があって、この運協の

位置づけといいますか、あるいは他のいろいろな会議体との関係も複雑になってきたな

というふうに思っています。そういう中で、ずっとこの２０年ぐらいを振り返ってみる

と、国立市のサイド、高齢者支援課や地域包括支援センターという行政の皆さんは、

１０年前、２０年前に比べてすごく力をつけてきていらっしゃると感じています。 

 ただ一方で、課題がどんどん難しくなってきて、広がりを見せているので、それにど

う着手していくかという点では、きっと大変な思いをされているんだなと思いました。 

 この運協に関しては議長をさせていただいて、委員の皆様から非常に活発に発言して

いただき、とても貴重でして、やりやすかったなと思っております。今後、どういう立

場になるか、運協との関係で委員の皆様、私もわかりませんが、国立市の介護保険事業、

そしてそれが地域包括ケアという形で広がってきているんですが、これがさらにいい方

向に行くように、みんなで応援していくということで、よろしくお願いしたいと思いま
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す。どうもありがとうございました。 

 それでは、事務局からほかには。 

【事務局】 

 通常であれば、次回開催等の告知ということになるんですが、先ほど申し上げたとお

り、今期の３年間はきょうが締めくくりでございます。また新たに委員になられる方も

含めまして、次期メンバーが決まったところで、新しい委員さんにご連絡することにな

っていくかと思います。 

 きょうの議事録は、一応でき上がったらお送りすることは予定しております。最後に

また確認していただければというところでございます。 

 事務局からは以上でございます。 

【林会長】 

 委員の皆様からその他で何かありましたら。ございませんか。 

【事務局】 

 皆様に議論していただいた地域包括ケア計画の冊子なんですが、大変遅くなってしま

って、本日間に合わなかったので、委員の皆様に直接お渡しできなかったんですが、も

う少しで納品の予定なので、納品されましたら皆様には郵送させていただきます。大変

遅くなって申しわけございませんでした。 

 あと、先ほどの任期満了の関係で、市報の１月５日号に、市民委員さんの募集の記事

も出させていただいておりますので、ご確認いただければと思います。 

【林会長】 

 これでよろしいですか。 

 それではこれで終わりたいと思います。どうもお疲れさまでした。 

 

―― 20：50 終了 ―― 


